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この“ Aclvances in Ophthalmology" Vol. 32には， 2篇の reviewsと4篇
の originalpapersが収められている。 Reviewsのテーマには， 最近著るしい
進歩をとげているソフトコンタクトレンズの問題，及び緑内障における視神経乳
頭の血流状態、の問題がとりあげられている。 Originalpaperは，片目艮性白内障の
術後の問題点，新しい眼圧計，及び限天癌麿に関するものである。 
J. V. Aquavella (Rochester，N. Y.)は， 1960年に Wichterle等によって初
めて報告されたソフトコンタクトレンズについて， その後のめざましい進歩を数
多くの文献に基いて展望している。その臨床応用は， 角結膜疾患の治療と，屈折
異常の矯正との 2つの面で行われている。治療面では角膜表面の保護という意味
だけではなく， 局所に投与された薬剤の持続時間を延長する役割をも果す。適応
疾患は，水庖性角膜疾患，角膜乾燥症，化学性火傷，暴露性角膜炎，角膜びらん
及び潰痕等である。又， 角膜移植後，角膜穿孔等に対しでも用いられる。屈折異
常に対するソフトコンタクトレンズの効用については周知のことであるが， 円錘
角膜に対してさえ，眼鏡過矯正と併用して非観血的に治療を行い得る。 
A. Tenner (Heidelberg)は，緑内障における蛍光眼底撮影法の成果について
展望を行っている。視神経乳頭への血行は， 簡板付近では主に後毛様動脈から，
[1艮そしてこの領域は，筒板前後では乳頭周囲の脈絡膜血管から供給されている。
圧上昇に対して特に鋭敏であるとされている。その結果， 緑内障性の視野及び乳
頭の変化が， この部位での血流障害に，伴う慢性虚血状態に起因するものと結論を
下している。 
J. M. Enoch (Gainsville，Fa) と H.Gernet (Milnster)は，各々片眼性無
水晶体眼についての問題点をとりあげている。片側性白内障の手術を行った後，
手術限を矯正するとその網膜像は健常眼のものよりも大きくなる。 この不問視現
象は視機能にとって非常に不利な条件である。 Enochは， ソフトコンタクトレン
ズとガリレオ式望遠鏡を逆向きに組み合わせる方法を用いてこの問題の解決を試
みた。 この問題は， 両眼視機能発育前の乳幼児では特に重要である故，この様な
方法の成果が期待される。 Gernetも同様に片眼性白内障術後の視力矯正の問題を
とりあげ， 従来のコンタクトレンズに加えて， 眼鏡を組み合わせることにより，
遠近共に両眼視機能を得ることができるという。 
M. E. Langham (Baltimore，Mcl.)等は，新しい限圧計として Pneumato-
mographを紹介し，緑内障の診断と管理の面で有用であると述べている。この限
圧計は庄平眼圧計に属するものであり， 坐位及び臥位で測定できる長所をもって
いる。 
M. Zingirian (Sassari)は，眼天庖痛による障害とそのi治療について報告して
いる。眼天庖麿の臨床症状については古くから知られており， その病因について
は， Virus説と自己免疫説とが挙げられている。治療面に関しては未だ決定的な
ものはなく，初期には局所に mucopolysaccharicle系酵素を投与し， 乾皮症期に
いたれば， 乾燥を防ぐ意味で carbomethylcell uloseを投与する。全身的にはス
テロイド， Sulfonamicle等を用いる。
以上， この巻でとりあげられた問題は， いずれも眼科医としては一読を要する
ものであり， 又， ソフトコンタクトレンズ及び片眼性白内障術後の視機能の問題
等は， パラメディカノレの人達にも興味あるものであり， 通読する価値があると考
え る。(中村泰久)
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